
「公園とみどりの現状カルテ」とワークショップの進め方について 

 

 「公園とみどりの現状カルテ」は、以下の構成で作成する。カルテ作成にあたり検討が必要な事項に

ついて、市民ワークショップの検討テーマに組み込んだり、反対に市民ワークショップの結果をカルテ

に反映させたりするなど、検討状況や結果を相互に反映させながら検討を進める。 

①公園の機能と周辺状況 

＜地域概況＞ 

・地勢（道路、鉄道、河川水路）、用途地域、分断要素 

・人口密度・居住地 

・年少人口（15歳未満）が多い地区 

・高齢者人口（65歳以上）が多い地区 

＜配置状況＞ 

・公園の規模（大・中・小公園）、公園の立地特性（配

置状況、隣接環境、アクセス性）など 

＜施設状況＞ 

・公園の施設状況からみた機能 

＜関連計画・関連事業・みどりの資源＞ 

・新たな公園整備、エリアリノベーション、開発事業等 

・公共公益施設 

②公園の利用特性 

＜公園の利用実態＞ 

・利用者数、利用者層、利用内容、利用時間帯 

＜施設状況と利用実態からみた現状と課題＞ 

・利用特性の現状と課題 

③市民アンケート・こどもアンケート結果 

＜市民アンケート・こどもアンケート結果＞ 

・地域別の利用状況、利用ニーズ 

第１回ワークショップ 

・公園の利用状況 

・どんな公園になったらよい？ 

第２回ワークショップ 

・各地域のテーマに関して、 

 

 

の組み合わせを検討 

利用者 

 

利用内容 施設 

第２回審議会 

第３回ワークショップ 

・上記の組み合わせを、 

 

 

を想定してモデルプランを検討 

場所や周辺環境 

 

第４回ワークショップ 

・各地域の成果発表、共有 

「公園とみどりの現状カルテ」構成 市民ワークショップ等の流れ 

公園をとりまく地域の特徴 
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